
件 件 件 件 件 棟 世帯 人 人 千円 ㎡ ａ 台

年 月 総 数
(認知件数) 検 挙 件 数

凶 悪 犯 粗 暴 犯 窃 盗 犯 知 能 犯 風 俗 犯 そ の 他
平 成 10 年 10,304 43 178 9,445 330 91 217 5,650

11 11,376 91 218 10,426 279 91 271 5,373
12 12,804 60 253 11,512 215 115 649 3,647
13 16,805 60 351 14,276 625 131 1,362 3,939
14 16,666 54 409 13,679 387 131 2,006 8,296
15 17,770 76 486 14,054 641 140 2,373 6,667

平成15年１月 1,187 5 28 942 44 14 154 340
２ 1,267 7 41 951 84 8 176 594
３ 1,247 5 32 1,058 30 6 116 393
４ 1,323 5 33 1,071 28 11 175 394
５ 1,565 3 38 1,251 36 14 223 319
６ 1,503 4 36 1,228 38 11 186 710
７ 1,716 6 52 1,355 35 27 241 695
８ 1,364 9 35 1,053 37 19 211 499
９ 1,473 15 39 1,148 61 9 201 474
10 1,657 6 38 1,344 50 5 214 1,005
11 1,615 4 58 1,263 59 7 224 673
12 1,853 7 56 1,390 139 9 252 571

平成16年１月 1,195 3 31 920 64 11 166 289
資 料 出 所 石川県警察本部

年 月
出 火 件 数

焼損棟数 り災世帯 死 者 負傷者 損 害 額
焼 損 面 積 焼損車両

台 数総 数 建 物 林 野 車 両 その他 建 物 林 野

平 成 10 年 327 205 21 51 50 289 192 28 52 849,803 11,927 386 51
11 379 226 24 69 60 296 207 17 52 871,237 15,642 470 73
12 424 217 33 68 106 282 165 18 51 898,751 11,791 643 71
13 414 226 57 48 81 296 170 20 46 1,520,362 20,177 8,420 65
14 418 246 34 56 82 307 224 14 57 1,126,991 16,196 433 56
15 356 197 34 55 70 266 182 21 43 855,644 10,706 557 55

平成15年１月 30 26 － 2 2 30 31 3 5 108,992 1,745 － 2
２ 15 11 － 2 2 18 13 1 2 32,017 389 － 2
３ 57 22 10 4 21 29 23 2 5 108,508 1,281 98 4
４ 42 16 8 6 12 31 18 1 4 67,629 1,063 410 6
５ 42 15 9 5 13 17 10 3 4 7,394 151 23 5
６ 24 13 4 5 2 16 8 － 1 114,102 1,224 11 5
７ 21 16 － 4 1 21 17 － 3 46,181 552 － 4
８ 29 17 － 7 5 27 18 1 6 128,840 1,692 － 7
９ 21 10 2 6 3 12 7 1 2 90,868 530 － 6
10 26 15 1 4 6 23 15 2 5 38,277 618 14 4
11 23 17 － 5 1 24 13 4 2 78,452 955 － 5
12 26 19 － 5 2 18 9 3 4 34,384 506 1 5

平成16年１月 28 23 － 2 3 41 29 3 8 184,601 3,150 － 2
資 料 出 所 消防防災課

� ｢焼損棟数｣―全焼・半焼・部分焼含む｡ ｢り災世帯｣―全損・半損・小損含む｡ ｢損害額｣―建物・林野・車両・その他含む｡
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Ⅳ 統 計 � 辞 典
｢浮動株指数｣ について

東京証券取引所が現在取引されている株価の動きを表すものとして導入している ｢東証株価指数 (TOPIX：

トピックス)｣ に代わり導入を検討している新しい指数の名称のことです｡

現在の TOPIX は東京一部に上場している全銘柄の ｢時価総額｣ という数字を出して､ あるとき (1968年１

月４日) の時価総額を100として､ その後の株価の時価総額がどうなったかを指数で示したものです｡ ここに

おける株式は発行済みの全株式数を基準にしているので､ 金融機関や企業同士で保有しあう ｢持ち合い株｣ や

親会社が所有する子会社の株など､通常市場に出回らない ｢固定株 (安定保有株)｣ が含まれており､ 現在の市

場動向を正確に反映してないことが従来より指摘されていました｡

そのため､ この固定株を除いた実際に流通している株式を基準として指数を算出する ｢浮動株指数｣ が注目

されることとなりました｡ この方式は既に欧米では導入されており､ 市場の信頼性も高く､ 日本での早い導入

が期待されます｡


